
令和5年度奈良県のＤＶ被害者の⼀時保護の状況 資料２

・令和5年度の一時保護者の被害状況は、「身体的暴力」が19件（55.9%）で最も多く、次いで「精神的暴力」が14件（41.2%）となっている。・令和5年度の一時保護の受付経路は、「警察関係」が25件（73.5%）で最も多く、次いで「民生児童委員・児相・ＮＰＯ等」が4件（11.8%）となっている。
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(年度)・令和5年度の一時保護人数は、34人であり、前年度から6件（15.0%）減少した。・令和5年度の平均保護日数は、12.91日であり、前年度から4.27日（24.9%）減少した。 本人自身
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